
多様な主体の連携による
令和2年度 水産多面的機能発揮対策シンポジウム

─令和2年度水産多面的機能発揮対策支援委託事業（水産庁委託事業）─

日時  2021年2月22日月
 13:00～16:30（12:00開場）

 

 
 

 
 

 
 

■アクセス
・ 東京メトロ半蔵門線、都営三田線、
 都営新宿線 神保町駅（A8・A9 出口）
 徒歩4分
・ 東京メトロ東西線 竹橋駅（1b 出口）
 徒歩4分

■事業ホームページ
https://www.hitoumi.jp/

■問い合わせ先
全国漁業協同組合連合会 関根・片瀬
TEL：03-6222-1315
FAX：03-6222-1361
E-mail：info@hitoumi.jp

会場  一橋講堂
 （東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センター2F）

主催 全国漁業協同組合連合会・全国内水面漁業協同組合連合会
後援 全国地方新聞社連合会

定員  250名（事前登録制・当日参加不可） 

【視聴・お申込方法】
下記URLまたはQRコード「水産多面的機能発揮対策情報
サイト ひとうみ.jp」サイトよりお申し込みください。
https://hitoumi.jp/torikumi/wp/entryform-2

※新型コロナウィルス感染症等の流行状況により、開催を中止する場
合がございます。その場合は、「hitoumi.jp」上において発表および
ディスカッション内容を配信いたします。

入場無料／WEBライブ配信

■ポスター（テキストに収録）　※展示なし
・小猿部川の伝統漁法を守る会（秋田県北秋田市）
・酒田港藻場づくり会（山形県酒田市）
・矢作川の環境を守る会（愛知県豊田市）
・櫛田川第一漁業協同組合活動組織（三重県松阪市）
・早田地区再生協議会（三重県尾鷲市）
・取り戻そう再生赤野井湾（滋賀県守山市）
・前潟干潟研究会（広島県廿日市市）
・藤曲浦地区活性化グループ（山口県宇部市）
・下関ひびき藻場保全グループ（山口県下関市）
・伊木力漁場保全の会（長崎県諫早市）
・安岐地区藻場干潟保全活動組織（大分県国東市）
・日出地域活動組織（大分県日出町）
・大根占藻場保全会（鹿児島県錦江町）
・万之瀬川振興会（鹿児島県南九州市）
※対象組織は変更する場合があります。

■プログラム
12:00～ 開場・受付
13:00～ 13:15 司会：JF全漁連
 開会挨拶（JF全漁連・水産庁）
 オリエンテーション

【講演】
13:15～ 13:45 「多様な主体の連携による里海保全」
 木村　尚（NPO法人海辺つくり研究会理事）

【活動報告】 コーディネーター：関いずみ（東海大学海洋文明学科教授）
13:50～ 14:10 浦村地区藻場保全活動組織（三重県鳥羽市）
 平賀大蔵（海の博物館館長）
14:10～ 14:30 蒲郡市漁場環境保全協議会（愛知県蒲郡市）
 林　正人（蒲郡市立西浦小学校校長）
14:30～ 14:40 休憩
14:40～ 15:00 竹ヶ島海中公園のエダミドリイシサンゴを守る会（徳島県海陽町）
 藤田奈都季（海陽町観光協会）
15:00～ 15:20 高尾野川をきれいにする会（鹿児島県出水市）
 高崎正風（高尾野内水面漁業協同組合組合長）
15:25～ 16:25 ◉多様な主体との連携を推進するための提言
 樋田陽治（水産多面的機能発揮対策検討委員会委員・連携推進検討部会座長）
 ◉ディスカッション
 コメンテーター： 大浦佳代（海と漁の体験研究所代表）
  木村　尚（NPO法人海辺つくり研究会理事）
  關口寿也（東京都多摩市立南鶴牧小学校校長）
  樋田陽治（元山形県内水面漁業協同組合連合会）
 講演者・発表者: 平賀大蔵（海の博物館館長）
  林　正人（蒲郡市立西浦小学校校長）
  藤田奈都季（海陽町観光協会）
  高崎正風（高尾野内水面漁業協同組合組合長）
16:25～ 16:30 閉会挨拶（全内漁連）
※発表者は変更する場合があります。感染症対策のため、リモートでの発表となる場合があります。


